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これから、本格的に大雨や台風の時期を迎えます。
毎年、全国各地で大雨などによる被害が発生していますが、
知っているだけで危険を回避できることがあるかもしれません。
災害から身を守るためにも、少し学んでみませんか。

※雨の強さが同じでも、降り始めからの総雨量の違いや、地形や地質な
どの違いによって被害の様子は異なることがありますので、これより大
きな被害が発生したり、逆に小さな被害にとどまったりする場合もあり
ます。

予報用語
１時間雨量
（㎜）

降り方

やや強い雨 10 ～ 20 地面からの跳ね返りで足元がぬれる。
長く降り続くときは注意が必要

強い雨 20 ～ 30
傘をさしていてもぬれる。側溝や下水、
小さな川があふれ、小規模のがけ崩れ
が始まる

激しい雨 30 ～ 50
道路が川のようになる。山崩れ、がけ崩
れが起きやすくなり、危険地帯では避難
の準備が必要

非常に
激しい雨 50 ～ 80

水しぶきで視界が悪くなる。地下施
設に雨水が流れ込む。土石流が起こ
りやすい

猛烈な雨 80以上 大規模な災害が発生するおそれが強
い。厳重な警戒が必要

１時間の雨量と降り方

※風速は、周辺の地形や建物の影響で異なります。
※風速が同じでも、対象となる建物、構造物の状態や風の吹き方によって
被害が異なることがありますので、これより大きな被害が発生したり、逆
に小さな被害にとどまったりする場合もあります。

予報用語
平均風速
（ⅿ /秒）

被害の程度

やや強い風 10 ～ 15
風に向かって歩きにくくなる。取り
付けの不完全な看板やトタン板が飛
び始める

強い風 15 ～ 20 風に向かって歩けない。転倒する人
が出る。小枝が折れる

非常に
強い風 20 ～ 25

しっかりと身体を確保しないと転倒す
る。風で飛ばされた物で窓ガラスが
割れる

非常に
強い風・暴風 25 ～ 30 立っていられない。屋外での行動は

危険。樹木が根こそぎ倒れ始める

猛烈な風 30以上 屋根が飛ばされる。木造住宅の全壊
が始まる

風の強さと被害の程度

テレビやラジオなどでよく耳にする「激し
い雨」や「猛烈な風」といった気象用語が、
どれくらいの程度を表しているのでしょう

気象用語を

知る

知る
防災

知ることから
始める防災

●防災についてのお問い合わせは…�総務課文書法制係
　　　　　　　　　　　　　　　　☎（２４６）６２３２
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■
防
災
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
登
録

す
る
と
、
福
岡
県
か
ら
気
象
情
報
・

注
意
報
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

情
報
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が

メ
ー
ル
で
届
き
ま
す（
登
録
無
料
）。

　

防
災
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん
に
は
、

避
難
勧
告
な
ど
の
防
災
情
報
や
、

県
内
の
防
災
気
象
情
報
を
携
帯
メ

ー
ル
で
届
け
る
「
地
震
・
気
象
情

報
」、
生
活
に
役
立
つ
情
報
を
配
信

す
る
「
生
活
情
報
」、
そ
し
て
万
一

の
と
き
に
あ
な
た
の
安
否
を
家
族

に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
「
安

否
確
認
メ
ー
ル
」
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
。

○
パ
ソ
コ
ン
か
ら
は

http://www.bousai.pref.fukuoka.
jp/m

am
orukun/

○
携
帯
電
話
か
ら
は

m
am
oru@

bousaim
obile.pref.

fukuoka.lg.jp

■
そ
の
ほ
か
の
防
災
情
報

①
国
土
交
通
省

　
「
川
の
防
災
情
報
」

http://w
w
w
.river.go.jp/

②
福
岡
県
県
土
整
備
部
河
川
課

　
「
雨
量
・
河
川
水
位
の
情
報
」

○
パ
ソ
コ
ン
か
ら
は

http://w
w
w
.kasen.pref.fukuoka.

lg.jp/bousai//

○
携
帯
電
話
か
ら
は

http://w
w
w
.m
obile-doboku.

pref.fukuoka.lg.jp/

③
気
象
庁　

http://w
w
w
.jm
a.go.jp/

※
中
間
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
く

ら
し
の
便
利
帳
「
防
災
」
欄
に
、
こ

れ
ら
の
ア
ド
レ
ス
や
市
内
避
難
所
、

防
災
用
品
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

http://www.city.nakam
a.fukuoka.

jp/benri/benri_hinan.htm
l

梅
雨
時
期
の
市
役
所
前
河
川
敷
駐
車
場
は
、
遠
賀
川
の
水
位
が
上

昇
し
冠
水
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
駐
車
の
際
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
た
か
が
風
」
と
思
う
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
風
の
力
を

侮
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
屋
外
を
歩
行
し
て
い
る
と
き
に

物
が
飛
ん
で
き
て
怪
我
を
し
た
」、

「
風
に
あ
お
ら
れ
屋
根
か
ら
転
落
し

た
」
な
ど
の
被
害
は
毎
年
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
、
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ

う
」
と
い
う
思
い
込
み
ほ
ど
危
険

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

実
際
に
強
風
を
体
験
す
る
こ
と

で
、
ど
れ
だ
け
の
危
険
が
屋
外
に

潜
ん
で
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と

が
自
己
防
災
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

１．「ドキドキするけど、がんばります」
２�．「まだまだ平気だよ」
　笑顔を見せる余裕がありますね
３．�「つかまってないと飛ばされそう」
　もう余裕はありません
４．�「キャー！」
　�猛烈な風に必死で耐えています。言葉も出ません

実
は
、
自
然
の
脅
威
を
疑
似
体
験

で
き
る
施
設
が
あ
る
ん
で
す
。
今

回
は
福
岡
市
防
災
セ
ン
タ
ー
を
訪

ね
て
み
ま
し
た

自然の脅威を

知る

危
険
を
回
避
す
る
た
め
に

は
、
ど
こ
で
ど
の
程
度
の
災
害
が
発

生
し
て
い
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
が

必
要
で
す

災害情報を

知る

●�問合先　福岡市民防災センター
　　　　　（福岡市早良区百道浜一丁目３-３）
　　　　　☎０９２（８４７）５９９０

（財）福岡市防災協会
防災普及課防災普及係長

守田　昌弘さん

　福岡市民防災センターでは、いざと
いうときに備えて、みなさんに実際に
いろいろな災害を模擬体験してもらっ
て、防災に関する知識・技術・行動力
を身につけていただいています。
　みなさんで楽しみながら防災意識を
高めていきましょう。

Inte
rvie
w

強風体験ルーム
風速 10ⅿ / 秒

風速 20ⅿ / 秒

風速 �0ⅿ / 秒
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●問合先　中央公民館
☎（２４６）２３２１各種講座を中央公民館で開催します

郷
土
史
講
座
「
筑
豊
の
歴
史
を

語
る
～
伝
右
衛
門
と
白
蓮
～
」

　

筑
豊
の
近
代
炭
鉱
文
化
を
語

る
に
は
欠
か
せ
な
い
、
伊
藤
伝

右
衛
門
や
そ
の
妻
白
蓮
の
生
き

方
か
ら
、
筑
豊
の
歴
史
・
史
跡
・

文
化
財
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

●
期
日
・
内
容

○
第
１
回
…
７
月
10
日（
木
）・

伊
藤
伝
右
衛
門
の
生
涯
１

○
第
２
回
…
７
月
25
日（
金
）・

伊
藤
伝
右
衛
門
の
生
涯
２

○
第
３
回
…
８
月
８
日（
金
）・

伊
藤
伝
右
衛
門
の
生
涯
３

○
第
４
回
…
８
月
22
日（
金
）・

「
娘
が
語
る
母
燁
子
」
の
聞
き

書
き
を
ま
と
め
て

○
第
５
回
…
９
月
12
日（
金
）・

「
白
蓮
の
生
き
方
」
を
た
ど
る
旅

●
講

師　

深
町
純
亮
さ
ん

（
元
飯
塚
市
歴
史
資
料
館
館

長
）、
宮
嶋
玲
子
さ
ん（
筑
前

い
い
づ
か
雛
の
ま
つ
り
実
行

委
員
会
委
員
長
）

文
学
講
座
「
北
九
州
に
ゆ
か
り

の
文
学
者
た
ち
」

　

北
九
州
に
縁

の
深
い
文
学
者

の
当
時
の
時
代

背
景
な
ど
を
学

び
な
が
ら
、
地

元
の
文
学
に
も

っ
と
親
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
・
内
容

○
第
１
回
…
７
月
４
日（
金
）・

北
九
州
の
文
学
事
情
と
そ
の

概
要

○
第
２
回
…
８
月
１
日（
金
）・

北
九
州
に
ゆ
か
り
の
文
学
者
１

○
第
３
回
…
９
月
５
日（
金
）・

北
九
州
に
ゆ
か
り
の
文
学
者
２

○
第
４
回
…
10
月
３
日（
金
）・

北
九
州
に
ゆ
か
り
の
文
学
者
３

○
第
５
回
…
11
月
７
日（
金
）・

北
九
州
市
文
学
館
を
訪
ね
て

（
バ
ス
見
学
）

●
講

師　

今
川
英
子
さ
ん

（
北
九
州
市
文
学
館
）、
玉
井

史
太
郎
さ
ん（
火
野
葦
平
・
次

男
）、
八
田
昂
さ
ん（
岩
下
俊

作
・
三
男
）、
品
川
洋
子
さ
ん

（
北
九
州
森
鴎
外
記
念
会
会
長
）

　

い
ず
れ
も

●
場

所　

中
央
公
民
館

●
時

間　

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

●
申
込
締
切　

６
月
27
日（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

●
募
集
人
数　

50
人

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、
は
が
き

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
。

あ
る
い
は
中
央
公
民
館
窓
口

で
申
し
込
み

●
申
込
先　

中
央
公
民
館

　

〒
809
‐
０
０
１
４
蓮
花
寺
三

丁
目
１
‐
１

　

ＦＡＸ（
２
４
６
）０
２
７
７

Information

市からのお知らせ

　

中
間
市
で
は
、
公
正
で
開
か

れ
た
市
政
の
推
進
を
め
ざ
し
、

市
政
へ
の
市
民
参
加
を
促
進
す

る
た
め
、
情
報
公
開
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
市
が
保
有
す
る

個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い

を
定
め
、
本
人
か
ら
の
請
求
に

よ
る
個
人
情
報
の
開
示
、
訂
正
、

停
止
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
、

情
報
公
開
条
例
第
17
条
お
よ
び

個
人
情
報
保
護
条
例
第
36
条
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
紙
面
の
関
係
上
、
請

求
件
数
な
ど
の
主
た
る
も
の
の

み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
請
求

内
容
の
内

訳
な
ど
も

掲
載
し
て

い
ま
す
。

●問合先　総務課
☎（２４６）６２３２情報公開制度および個人情報保護制度の運用状況

■平成19年度情報公開制度の実施状況��（平成19年�月1日～平成20年�月�1日）

請求件数 公開状況 異議申し立て公開 部分公開 非公開 取り下げ
２１ １３ ４ ０ ４ ０

○実施機関別請求件数

実施機関 市長 議会 教育委員会 市立病院 上下水道局 消防本部 選挙管理委員会
そのほか委員会

請求件数 １３ ２ ３ ０ ２ ０ １

■平成19年度個人情報保護制度の実施状況��（平成19年�月1日～平成20年�月�1日）

請求件数 公開状況 異議申し立て開示 部分開示 不開示 取り下げ
８ ８ ０ ０ ０ ０

○実施機関別請求件数

実施機関 市長 議会 教育委員会 市立病院 上下水道局 消防本部 選挙管理委員会
そのほか委員会

請求件数 ６ ０ ２ ０ ０ ０ ０

北九州市文学館
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Topic ＆ Information

住宅・土地統計調査調査員を募集

●
問
合
先　

環
境
保
全
課 　
　
　
　

☎
（
２
４
５
）
５
３
０
０

生
ご
み
処
理
機
の
助
成
金
を
交
付
し
ま
す

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量
化
と

有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
中
間
市
で
は
、

生
ご
み
処
理
機
を
購
入
さ
れ
る
人
に
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
次
の
条
件
を
満
た
す
人
で
す
。

○
中
間
市
に
住
所
が
あ
り
、
現
に
住
ん

で
い
る
人

○
市
内
に
容
器
を
設
置
で
き
る
場
所
を

有
し
、
ま
た
は
使
用
し
管
理
し
て
い

る
こ
と

○
堆
肥
化
さ
れ
た
も
の
を
自
家
処
理
で

き
る
こ
と

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

生
涯
学
習
課

☎
（
２
４
６
）
６
２
２
４

平
成
20
年
度
福
岡
県
民
体
育
大
会

（
水
泳
競
技
）の
選
手
募
集

●
期

日　

８
月
24
日（
日
）

●
会

場　

県
立
筑
豊
緑
地
プ
ー
ル

●
種

別

○
少
年
の
部
…
小
学
４
年
生
以
下
の

部
、
小
学
５
・
６
年
生
の
部
、
中
学

生
の
部
、
高
校
生
の
部

※
定
員
８
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

○
一
般
年
齢
別
の
部

●
種

目　

自
由
形
、
平
泳
ぎ
、
バ

タ
フ
ラ
イ
、
背
泳
、
リ
レ
ー
各
50
ⅿ

●
参
加
資
格　

大
会
に
お
け
る
標
準
記

録
を
超
え
た
人
に
限
る

●
申
込
締
切　

７
月
11
日（
金
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１

　10月１日に実施する、住宅・土地統計調
査の調査員を募集します。この調査は５年
に一度、私たちの住生活の実態を明らかに
するため、全国の約350万世帯の人に調査票
の記入をお願いする大規模な調査です。
●募集期間　�６月10日（火）～ 30日（月）
　　　　　　午前９時～午後４時30分
※土曜・日曜日を除く。
●申込要件
○20歳～ 69歳の人
○責任を持って調査の事務を遂行できる人
○税務・警察・選挙に直接関係がない人
○秘密の保護に関し信頼のおける人
●募集人数　60人
●任命期間　８月中旬～ 10月中旬
●手 当　20,000円～ 60,000円程度
●申込方法　�経営企画課に備え付けの応募

用紙で申し込み

　６月12日（木）から30日（月）まで、児童手
当の現況届の受付を行います。この届け出
は、受給者の前年の所得状況と６月１日現
在の養育状況などを毎年確認するためのも
のです。この届け出をしないと、６月以降
の児童手当の支払いを受けることができな
くなりますので、必ず提出してください。
現況届の用紙は、各受給者に送付します。
※平成19年度は所得制限で児童手当を受給
できなかった人でも、平成19年中の収入が
少なかったり、扶養人員が増えたりした人
は、今年該当する場合もありますのでお問
い合わせください。

　家庭用ごみ袋〔もえるごみ（中袋）〕の販
売が始まります
●袋の大きさ　幅730㎜×長さ500㎜、容量32ℓ
●販売価格　　586円（10枚／組）

●問合先　経営企画課☎（２４６）６２３４

児童手当の現況届を受け付けます

●問合先　環境保全課☎（２４５）５３００

Information

●問合先　こども育成課☎（２４６）６２４８

7月から新しいごみ袋を販売開始

対象となるもの 助成額と助成数

生ごみ処理容器
（EM菌使用・バケ
ツ型・屋内）

１個につき 1,000 円
（１個 1,000 円未満の場
合は購入金額）

１世帯につき２個まで

生ごみ処理容器
（コンポスト・コン
ポストエース・屋外）

購入金額の２分の１の額
で促進剤豊穣元も含む
（上限額 3,000 円）

１世帯につき１基

電動生ごみ処理機
（屋内・屋外、乾燥
型も含む）

購入金額の２割の額で
1,000 円未満切り捨て
（上限額 20,000 円）

１世帯につき１基

■申請時に必要なもの
印鑑（認め）、購入者名義の銀行の通帳（郵
貯銀行は不可）、購入者宛の領収書（販売
店発行のもので、品目・メーカー・型番・
個数が記入された物）
※レシートやレシートの領収書は不可。 コンポスト

生ごみ

コンポスト

生ごみ
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まちのわだいまちのわだい
このコーナーでは楽しいイベントや
　地域の話題などをお届けします。

福岡県警察折尾警察署による防犯避難訓練・防犯教室
が５月21日、中間西小学校で実施されました。警察署員
扮する不審者が職員室に侵入し、その対応と児童の緊
急避難を訓練。防犯教室では、児童に扮した署員が下
校時に連れ去りの未遂に遭うという模範演技をしなが
ら、「知らない人には絶対についていかないように」と
強く語りました。子どもたちは目の前で見せられた迫真
の演技に、改めて防犯の意識を持ったことでしょう。

防犯をみんなで勉強しました
防犯避難訓練、防犯教室

４月 28日、中間市の人権擁護委員から中間西小学校の
児童に、人権の花「ひまわり」の種が手渡されました。
この運動は、市内の小学校に花の種を寄贈し、人権教
育への一層の理解を深めることを目的に実施。「人も花
も命あるものだから、思いやりをもって接してください」
という話を聞いた子どもたちは、肩を寄せ合いながら大
事そうに種を小鉢に植えました。夏ごろには、きっと見
事な大輪の花を咲かせてくれることでしょう。

ひまわり大切に育てます
人権の花運動
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世
界
赤
十
字
デ
ー
の
５
月

８
日
、
中
間
市
婦
人
会
赤

十
字
奉
仕
団
が
中
心
と

な
り
、
多
く
の
市
民
や
団

体
約
200
人
が
参
加
の
も

と
、
清
掃
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
は
大
粒
の

汗
を
流
し
な
が
ら
熱
心
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

暑さに負けずごみ拾い
赤十字ボランティア清掃

国
ま
た
は
社
会
に
対
す
る

功
労
者
を
対
象
に
、
国
が

旭
日
章
ま
た
は
瑞
宝
章
の

い
ず
れ
か
を
授
与
す
る
春

の
叙
勲
で
、
元
市
議
会
議

員
の
岩
﨑
三
次
さ
ん
が
地

方
自
治
へ
の
功
労
者
と
し

て
、
旭
日
小
綬
章
を
受
章

し
た
。

地方自治への功労が認められ
岩﨑三次さんが旭日小綬章を受章

今
年
市
制
50
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
市
内
唯

一
の
総
合
公
園
で
あ
る
垣

生
公
園
を
き
れ
い
に
し
よ

う
と
い
う
中
間
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
発
起
で
、
市

内
の
各
団
体
と
協
力
し

215
人
の
参
加
者
が
公
園

内
外
を
清
掃
し
ま
し
た
。

協力し合い清掃活動
垣生公園清掃

３
月
７
日
、
上
底
井
野
の

洲
崎
好
香
さ
ん
が
東
京
医

科
大
学
大
学
院
看
護
学

研
究
科
後
期
博
士
課
程
で

所
定
の
単
位
を
修
得
し
、

学
位
論
文
の
審
査
と
最
終

試
験
に
合
格
し
。
看
護
学

博
士
の
学
位
を
取
得
し
ま

し
た
。

看護の水準を上げるためにがんばります
洲崎好香さんが看護学博士の学位を取得

鍋
山
町
の
山
田
正
俊
さ
ん
、

ま
す
え
さ
ん
夫
婦
が
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
短
水
路

大
会
の
70
～
74
歳
の
部
に

出
場
。
正
俊
さ
ん
は
100
ⅿ

平
泳
ぎ
と
個
人
メ
ド
レ
ー

で
金
メ
ダ
ル
、
ま
す
え
さ

ん
は
50
ⅿ
平
泳
ぎ
で
銀
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

夫婦でメダルを獲得
福岡市立総合西市民プールで日本マスターズ水泳短水路大会

東小学校で５月16日、サックス奏者のＭＡＬＴＡ
さんによる出前コンサートが開催されました。こ
のコンサートは音楽活性化事業として、子どもた
ちに音楽のすばらしさを感じてもらうことが目的。
ＭＡＬＴＡさんは６年生 93 人を前に、ジャズや
クラシックなどについて、ときに問いかけながら
面白おかしく話をしました。また、「きらきら星」
のロックンロールバージョンや「ドラえもん」が演
奏されると、子どもたちは手拍子でリズムをとり、
身体を揺らしながら音楽を楽しんでいました。

音を楽しんだ一日
ＭＡＬＴＡジャズライブ

まちのわだいまちのわだい

市役所前河川敷で５月５日、なかま三世代ふれあ
いの会主催による「第９回ふれあいこどもまつり」
が開催されました。約 200 匹の鯉のぼりが泳ぐ河
川敷で、途中降りだした雨にも負けず、凧あげや
グラウンドゴルフで走り回り、ビンゴゲームで一
喜一憂するなど、まつりを楽しんでいた子どもた
ち。飯塚市から参加した山本俊二さん、大樹さん
親子は「イベント情報で知り、初めて参加したが、
子どもとゆっくり遊ぶことができてよかった」と
話していました。

楽しく遊ぼう
第９回ふれあいこどもまつり
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就
職
や
転
勤
で
引
越
し
の
多
い
時
期

ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
を
！

●
事
例　

４
年
住
ん
だ
ア
パ
ー
ト
を
退

去
す
る
と
き
、
敷
金
４
ヵ
月
分
の
う

ち
３
ヵ
月
分
は
敷
引
と
し
て
返
金
さ

れ
な
か
っ
た
。
１
ヵ
月
分
は
原
状
回

復
費
を
差
し
引
い
て
返
金
す
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、
家
の
修
理
代
と
し

て
さ
ら
に
17
万
円
請
求
さ
れ
た

●
ア
ド
バ
イ
ス　

借
主
の
原
状
回
復
義

務
は
、
借
り
た
住
宅
を
入
居
し
た
と

き
の
状
態
に
完
全
に
戻
す
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
借
り
た
人
が
故
意
、

過
失
に
よ
っ
て
生
じ
た
住
宅
の
汚
損

や
破
損
、
無
断
で
現
状
を
変
更
し
た

場
合
の
借
主
の
責
任
を
い
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
契
約
書
に
「
畳
、
襖
、
ク

ロ
ス
の
修
繕
費
は
す
べ
て
借
主
の
負

担
と
す
る
」
な
ど
の
特
約
の
記
載
が

さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
、
十
分
な
説
明
を
受

け
て
お
ら
ず
、
承
諾
し
て
い
な
け
れ

ば
、
こ
の
特
約
は
成
立
し
て
い
な
い

と
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

●
消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
（
２
４
６
）
５
１
１
０

NO
悪
質
商
法

はばたけ！市民活動
～ちいさな力を集めて、まちづくり～

●問合先　市民協働課☎（２４６）２１８４

　中間の方言に、一つの物をお互いに使うときに言う「も
やいっこする」という言葉があります。「もやいの会」は、
この言葉を由来に、お互いに協力しながら活動していこ
うと発足したボランティア連絡協議会で、今年は 20周年
という節目を迎えます。７月27日には、なかまハーモニ
ーホールでボランティア祭りを開催しますので、ボラン
ティアに関心のある人はもちろんのこと、子どもたちに
も興味を持ってもらえるよう、一同、はりきって準備を
進めています。みなさんも一緒に、もやいっこしませんか。

ボランティア連絡協議会「もやいの会」

や
っ
ち
ゃ
れ
エ
コ
ラ
イ
フ
！
２
０
０
８

●
め
ざ
せ
！
５
、０
０
０
人
参
加

　

６
月
15
日（
日
）、
市
環
境
基
本
計

画
推
進
に
係
る
市
民
環
境
会
議
「
な

か
ま
の
環
境
を
良
く
す
る
会
」
主
催

で
、
今
年
で
３
年
目
と
な
る
、
当
市

か
ら
全
国
に
広
げ
て
い
く
地
球
温
暖

化
防
止
運
動
「
や
っ
ち
ゃ
れ
エ
コ
ラ

イ
フ
！
２
０
０
８
」を
実
施
し
ま
す
。

市
内
か
ら
出
る
二
酸
化
炭
素
を
減
ら

す
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
エ

コ
ラ
イ
フ
デ
ー
へ
の
参
加
と
、
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
の
回
収
に
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

●
一
般
用
シ
ー
ト
の
入
手
方
法

○�

配
付
設
置
予
定
場
所　

市
役
所

環
境
保
全
課（
本
館
１
階
）、
東
部

出
張
所
、
中
央
公
民
館
、
市
民
図

書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
ハ
ピ
ネ

ス
な
か
ま
１
階
）、
Ｊ
Ｒ
中
間
駅
、

Ｊ
Ｒ
垣
生
駅

※
シ
ー
ト
は
Ａ
３
版
の
両
面
白
黒
印
刷
。

　

シ
ー
ト
中
央
の
切
り
取
り
線
か
ら
右

側
が
、
エ
コ
ラ
イ
フ
当
日
実
践
し
た
項

目
に
丸
を
つ
け
て
提
出
し
て
い
た
だ
く

「
提
出
用
」（
青
線
の
枠
）で
、
左
側
が

み
な
さ
ん
の
「
保
存
用
」
で
す
。
自
由

意
見
の
記
入
欄
に
は
、
み
な
さ
ん
の
建

設
的
な
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

●
チ
ェ
ッ
ク
の
方
法

　

シ
ー
ト
は
、
18
の
エ
コ
ラ
イ
フ
項
目

ご
と
に
、
チ
ェ
ッ
ク
の
目
安
と
、
減
ら

せ
る
二
酸
化
炭
素
の
量
が
分
か
る
よ
う

工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

①��「
い
つ
も
」
し
て
い
る
こ
と
を
「
エ

コ
ラ
イ
フ
当
日
」
も
実
践
し
た
と

き�

…
両
方
に
○

②��「
い
つ
も
」
実
践
し
て
い
る
が
、「
当

日
」該
当
し
な
い
と
き
…「
い
つ
も
」

に
○

③��「
当
日
」実
践
し
て
み
た
と
き
…「
き

ょ
う
」
に
○

　

チ
ェ
ッ
ク
は
、
参
加
者
本
人
を
含
め

最
大
４
人
ま
で
可
能
で
す
。
家
族
み
ん

な
で
エ
コ
ラ
イ
フ
に
挑
戦
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

●
シ
ー
ト
の
提
出
方
法

　

チ
ェ
ッ
ク
し
て
切
り
取
っ
た
「
提
出

用
」
シ
ー
ト
は
、配
付
と
同
じ
場
所（
Ｊ

Ｒ
中
間
駅
、
Ｊ
Ｒ
垣
生
駅
を
除
く
）に

設
置
す
る
専
用
の
回
収
箱
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
今
回
の
結
果
は
、
集

計
が
出
来
次
第
、い
た
だ
い
た
ご
意
見
・

ご
感
想
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

当
欄
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●問合先　環境保全課☎（２４６）６２６５

平成20年度のもえるごみ搬入量は、対1�年
度比1�％の減量が目標です。ごみの減量化・
資源化にご協力をお願いします。

20 年度 1� 年度 差（20年度－1�年度） 減量率

４　月 1,0�0,010㎏ 1,192,��0㎏ △ 112,��0㎏ 9.�％

累　計 1,0�0,010㎏ 1,192,��0㎏ △ 112,��0㎏ 9.�％

もえるごみ搬入量状況

【
お
詫
び
】
５
月
10
日
号
で
、
特
定
の
企
業
を
思
わ

せ
る
記
事
を
掲
載
し
、
そ
の
関
係
団
体
お
よ
び
市

民
の
み
な
さ
ん
の
誤
解
を
招
き
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
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男
女
共
同
参
画
講
座

　

男
女
共
同
参
画
へ
の
思
い
や
考

え
を
本
音
で
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

●
日

時　

６
月
18
日（
水
）・

　

午
後
１
時
30
分
～

●
テ
ー
マ　

本
音
で
語
ろ
う　

あ
な
た
が
考
え
る
男
女
共
同
参
画

●
講

師　

田
坂
逸
朗
さ
ん（
日

本
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）

●
場

所　

中
央
公
民
館

　

女
性
人
材
リ
ス
ト
登
録
募
集

　

市
の
審
議
会
や
委
員
会
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
女
性
の
視
点
で

の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
目

的
に
、
市
政
や
地
域
の
発
展
に
意

欲
や
関
心
が
あ
る
女
性
の
人
材
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
は
、
自
薦
、
他
薦
を
問
わ

ず
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
問
合
先　

人
権
男
女
共
同
参

画
課

　

☎（
２
４
５
）３
５
１
１

親
子
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
開
催

　

親
子
で
一
緒
に
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
、
身
も
心
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

●
日

時　

６
月
19
日（
木
）・

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場

所　

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル

●
参
加
対
象　

１
歳
６
ヵ
月
～
４

歳
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

●
参
加
料　

無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の　

お
茶
、
運

動
の
で
き
る
服（
ジ
ー
ン
ズ
・

ボ
タ
ン
の
あ
る
服
は
不
可
）、

運
動
の
で
き
る
靴

※
参
加
希
望
者
は
当
日
、
直
接
会

場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、
く
る
り
広
場
は
午
前
中

閉
館
し
、
正
午
か
ら
開
館
し
ま
す
。

●
問
合
先　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
く
る
り
」

　

☎（
２
４
５
）５
５
５
７

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
教
室

　

聴
覚
に
障
害
が
あ
る
人
を
対
象

に
、
ワ
ー
ド
に
よ
る
暑
中
見
舞
い

の
作
成
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

●
期

間　

７
月
15
日
～
８
月

28
日
の
毎
週
火
曜
・
金
曜
日

※
８
月
12
日
、
15
日
は
休
み
。

●
時

間　

午
後
７
時
～
９
時

●
場

所　

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

●
募
集
人
数　

10
人（
先
着
順
）

●
対
象
者　

聴
覚
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
で
、
手
話
が

理
解
で
き
る
人

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
・
問
合
先　

パ
ル
ハ
ウ
ス

ぼ
ち
ぼ
ち

　

☎（
２
４
３
）３
３
８
７

　

ＦＡＸ（
２
４
４
）１
２
２
０

子
ど
も
の
健
全
な
発
達
を
願
っ
て

心
と
か
ら
だ
の
発
達
教
育
相
談

　

心
や
か
ら
だ
の
発
達
に
心
配
が

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
無
料
発
達
教

育
相
談
を
行
い
ま
す
。
専
門
の
相

談
員
が
個
別
相
談
を
受
け
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

障
害
な
ど
の
あ
る

子
ど
も
、
ま
た
は
学
習
・
行
動

面
で
困
難
を
示
し
て
い
る
子
ど

も
の
保
護
者
で
、
相
談
を
希
望

す
る
人

※
前
回
相
談
し
た
人
も
相
談
可
。

●
日

時

○
第
１
回
…
７
月
23
日（
水
）

○
第
２
回
…
８
月
26
日（
火
）

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
５
時
。

●
場

所

○
第
１
回
…
直
方
総
合
庁
舎（
直

方
市
大
字
日
吉
町
９
‐
10
）

○
第
２
回
…
八
幡
総
合
庁
舎（
八

幡
西
区
則
松
三
丁
目
７
‐
１
）

●
申
込
締
切　

６
月
30
日（
月
）

●
申
込
・
問
合
先　

学
校
教
育
課

学
務
係

　

☎（
２
４
６
）６
２
２
２

中
途
視
覚
障
害
者
へ
の

歩
行
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
視
覚

障
害
者

●
訓
練
内
容　

歩
行
訓
練
士
な
ど

が
自
宅
を
訪
問
し
、
手
引
き
歩

行
、
屋
内
歩
行
、
白
杖
歩
行
な

ど
受
講
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

目
的
地
を
設
定
し
て
の
訓
練
を

実
施

●
訓
練
期
間　

週
１
回
で
３
ヵ
月

～
６
ヵ
月
程
度

●
募
集
人
員　

１
人（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
面
接
な
ど
に

よ
り
緊
急
度
の
高
い
人
を
優
先

し
ま
す
）

●
訓
練
料　

無
料

●
申
込
・
問
合
先　

介
護
保
険
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
８
２

指
名
業
者
の
登
録
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　

指
名
業
者（
市
内
・
準
市
内
業

者
お
よ
び
市
外
業
者
）の
登
録
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
受
付
期
限　

６
月
30
日
ま
で
の

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

●
受
付
場
所　

契
約
課（
市
役
所

別
館
４
階
）

●
申
請
書
類　

○
市
内
・
準
市
内
業
者
…
市
の
指

定
様
式（
契
約
課
で
１
部
500
円

で
販
売
）

○
市
外
業
者
…
国
の
統
一
様
式

●
問
合
先　

契
約
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
５
５

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

　
「
み
て
、た
め
し
て
、な
っ
と
く
、

福
祉
用
具
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
介
護
で
お
悩
み
の
人
な

ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

６
月
19
日（
木
）・

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場

所　

中
間
市
社
会
福
祉

協
議
会（
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
内
）

●
対
象
者　

在
宅
で
介
護
を
し

て
い
る
人

●
参
加
費　

無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

●
申
込
・
問
合
先　

中
間
市
社
会

福
祉
協
議
会

　

☎（
２
４
４
）１
２
３
０

視
覚
障
害
者
の
雇
用
と
就
労
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催

●
日

時　

６
月
29
日（
日
）・

午
前
10
時
～
午
後
１
時

●
場

所　

北
九
州
市
立
東
部

障
害
者
福
祉
会
館（
戸
畑
区
汐

井
町
１
‐
６
）

●
定

員　

70
人（
先
着
順
）

●
参
加
料　

300
円（
資
料
代
と
し

て
）

●
申
込
・
問
合
先

　

北
九
州
市
障
害
者
社
会
参
加
推

進
セ
ン
タ
ー

　

☎（
８
８
３
）５
５
５
４

くらしの

情報
くらしの

情報
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栄
養
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

夜
間
コ
ー
ス
を
開
催
し
ま
す

　

食
事
作
り
初
心
者
を
対
象
と
し

た
栄
養
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
栄
養
と
調
理
の
基
本
を

学
ん
で
、
健
康
的
な
食
習
慣
を
身

に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

　

お
仕
事
帰
り
の
人
や
男
性
も
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

７
月
17
日（
木
）・

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費　

300
円

●
申
込
・
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
６
）１
６
１
１

ご
存
じ
で
す
か

検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
被
害

に
遭
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え

た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起

訴
し
て
く
れ
な
い
な
ど
の
不
満
を

お
持
ち
の
人
は
検
察
審
査
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
や
申
し
立
て
の
費
用
は
一

切
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙

権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら
「
く

じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員

が
、
検
察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な

か
っ
た
こ
と
の
善
し
あ
し
を
審
査

し
ま
す
。

●
問
合
先　

小
倉
検
察
審
査
会

事
務
局

　

☎（
５
６
１
）３
４
３
１

無
料
調
停
相
談
会
を
開
催

　

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

６
月
29
日（
日
）・

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
受
付
は
午
前
９
時
45
分
～
午
後

２
時
30
分
。

●
場

所　

水
巻
町
い
き
い
き

ほ
ー
る（
水
巻
町
頃
末
南
三
丁

目
11
‐
１
）

●
相
談
担
当
者　

折
尾
簡
易
裁
判

所
民
事
調
停
委
員

●
相
談
内
容　

土
地
や
建
物
に
関

す
る
問
題
、
金
銭
に
関
す
る
問

題
、
交
通
事
故
に
関
す
る
問
題

な
ど

※
相
談
は
当
日
の
受
付
順
に
行
い

ま
す
。

●
問
合
先　

折
尾
調
停
協
会

　

☎（
６
９
１
）０
２
２
９

平
成
20
年
度
障
害
者
職
業

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

●
募
集
訓
練
科
名　

ビ
ジ
ネ
ス
パ

ソ
コ
ン
科

●
訓
練
期
間　

８
月
６
日（
水
）
～

10
月
31
日（
金
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
、

８
月
13
日（
水
）
～
17
日（
日
）は
休

講
。

●
応
募
資
格　

身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
、
身
体
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
を
有
し
、
公
共
職
業
安

定
所
に
求
職
登
録
を
行
っ
て
い

る
人
で
、
介
護
を
必
要
と
せ
ず

身
辺
処
理
が
で
き
る
人

●
定

員　

15
人

●
訓
練
場
所　

北
九
州
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
（
北
九
州
市
八

幡
東
区
大
蔵
二
丁
目
13
‐
７
）

●
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
２
、０
０
０
円
程

度
必
要
で
す
。

●
入
校
選
考
日　

７
月
24
日（
木
）・

　

午
後
１
時
30
分
～

●
応
募
手
続　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八

幡
の
障
害
者
職
業
相
談
窓
口
で

相
談
く
だ
さ
い

●
申
込
締
切　

７
月
４
日（
金
）

●
問
合
先　

国
立
県
営
福
岡
障

害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎（
７
４
１
）５
４
３
１

平
成
20
年
ボ
ー
ト
免
許
の

更
新
・
失
効
講
習

●
日

時

○
日
中
講
習

　

８
月
３
日（
日
）、10
月
５
日（
日
）、

12
月
７
日（
日
）・
受
付
午
前
９

時
～
10
時

○
夜
間
講
習（
更
新
の
み
）

　

７
月
１
日（
火
）、９
月
２
日（
火
）、

11
月
４
日（
火
）・
受
付
午
後
６

時
～
６
時
30
分

●
場

所　

サ
ン
リ
ブ
西
日
本

文
化
サ
ー
ク
ル
折
尾
教
室（
八

幡
西
区
大
浦
二
丁
目
４
‐
10
）

●
必
要
書
類　

海
技
免
状
ま
た
は

操
縦
免
許
証
の
写
し
、
写
真（
4.5

㎝
×
3.5
㎝
）２
枚
、
本
籍
地
が
記

載
さ
れ
た
住
民
票

●
受
講
料　

８
、０
０
０
円（
失

効
再
交
付
は
１
４
、０
０
０
円
）

●
申
込
先　

野
内
携
帯

　

☎
０
９
０（
５
２
８
１
）７
６
３
２

福
岡
県
立
聾
学
校

通
級
指
導
・
教
育
相
談

●
対
象
者　

聴
覚
障
害
に
よ
る

聞
こ
え
や
こ
と
ば
の
発
達
で
困

っ
て
い
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
や
関
係
者

※
対
象
年
齢
は
18
歳
ま
で
。

●
相
談
日
時　

毎
週
月
曜
～
金
曜

日
・
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

福
岡
県
立
直
方
聾

学
校

　

☎
０
９
４
９（
２
６
）５
３
５
１

障
害
者
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

●
日

時　

７
月
17
日（
木
）・

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
会

場　

ウ
ェ
ル
と
ば
た

（
戸
畑
区
汐
井
町
１
‐
６
）

●
内

容　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

の
重
要
性
、
面
接
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど

●
定

員　

20
人
程
度

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

●
申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
障
害

者
企
業
内
実
習
付
職
業
紹
介
事

務
局

　

☎
０
９
２（
４
１
５
）６
８
０
０

◆�「広報なかま」への有料広告掲載のお問い合わせは…�総務課広報広聴係☎（２４６）６２７１まで�◆

有
料
広
告
欄

TEL.245-6326

(株)
TEL.244-0445 0120-053-878

定休日／毎週月曜日と第1第3火曜日（第1第3月火は連休です。）

いつも笑顔でお迎えします。 可愛がってね、 Eiko美容室♥♥

ありがとう、 ありがとう！！　 中間にお世話になって34年目。
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自
宅
で
学
べ
る
放
送
大
学

第
２
学
期
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
衛
星
放
送（
Ｃ

Ｓ
）で
授
業
を
行
う
、
国
が
つ
く

っ
た
大
学
で
す
。

■
教
養
学
部

○
「
学
士（
教
養
）」
の
学
位
が
取

得
で
き
ま
す（
全
科
履
修
生
）

○
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
で

も
無
試
験
で
入
学
で
き
、
人
文
・

社
会
・
自
然
・
産
業
等
の
幅
広

い
分
野
の
科
目（
約
300
科
目
）か

ら
学
べ
ま
す

■
大
学
院

○
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
で

も
入
学
で
き
ま
す（
修
士
科
目

生
・
修
士
選
科
生
）

●
募
集
期
間　

教
養
学
部
・
大
学

院（
修
士
科
目
生
・
修
士
選
科
生
）・

６
月
15
日（
日
）
～
８
月
31
日（
日
）

※
体
験
入
学
を
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。　
　

●
資
料
請
求
・
問
合
先　

放
送
大

学
北
九
州
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　

☎（
５
６
１
）９
８
７
９

○
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０（
８
６
４
）６
０
０

国
の
教
育
ロ
ー
ン

●
対

象　

高
校
・
短
大
・
大

学
・
各
種
学
校
な
ど
に
入
学
、

在
学
す
る
人
の
保
護
者
で
、
世

帯
の
年
間
収
入
が
給
与
所
得
者

は
990
万
円
以
内
、
事
業
所
得
者

は
770
万
円
以
内
の
人

●
使
い
み
ち　

入
学
に
必
要
な
資

金
の
ほ
か
、
授
業
料
、
ア
パ
ー

ト
の
家
賃
な
ど
の
在
学
費
用

●
融
資
限
度
額　

学
生
一
人
に
つ

き
200
万
円
以
内

●
利

率　

年
2.5
％
（
平
成
19

年
12
月
25
日
現
在
）

●
返
済
期
間　

10
年
以
内

※
在
学
期
間
内
で
元
金
の
返
済
を

据
え
置
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
合
先　

国
民
生
活
金
融
公

庫
八
幡
支
店

　

☎（
６
４
１
）７
７
１
５

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を
実
施

　

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
で

は
、
専
門
医
に
よ
る
精
神
保
健
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
相
談
費

用
は
無
料
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
予
約
制
で
す

の
で
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

遠
賀
保
健
福

祉
環
境
事
務
所

　

☎（
２
０
１
）４
１
６
２

国
家
公
務
員
採
用
試
験

■
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

　
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

●
受
験
資
格　

昭
和
62
年
４
月
２
日

～
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

■
国
家
公
務
員
採
用
中
途
採
用
者

　

選
考
試
験（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
）

●
受
験
資
格　

昭
和
43
年
４
月
２
日

～
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

　

い
ず
れ
も

●
受
付
期
間　

６
月
24
日（
火
）
～

７
月
１
日（
火
）

●
第
１
次
試
験
日　

９
月
７
日（
日
）

※
受
験
案
内
や
請
求
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

人
事
院
九
州
事
務

局（
〒
812
‐
０
０
１
３
福
岡
市
博

多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
11
‐
１
）

　

☎
０
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３

〇日時…７月５日（土）、18日（金）、24日（木）・
午後３時～５時（前日まで窓口で予約受付・
受付時間は月曜日～金曜日の午前９時～午
後５時・定員10人）
●問合先　中間市社会福祉協議会☎（２４４）１２３０

〇日時…７月９日（水）・午前10時～午後４
時（受付は午後３時まで）

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
〇日時…７月５日（土）、18日（金）・午後３
時～５時

〇日時…毎月第１～４火曜日・午後１時～
２時…介護保険課（市役所１階）、午後２時
30分～４時…ハピネスなかま

悪質商法などでお悩みのときはご相談ください。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後４時

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）など
児童に関する相談をお受けします。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後５時

未成年者の非行などに関する相談はこちら。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後５時

〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後４時

〜気軽にご利用ください〜

無料相談コーナー

補聴器相談
■場所�介護保険課・ハピネスなかま

消費者相談
■場所�産業振興課（市役所別館2階）

家庭児童相談
■場所�家庭児童相談係（市役所 �階）

悩み・いじめ・教育相談
■場所�少年相談センター（働く婦人の家）

行政相談
■場所�ハピネスなかま

県巡回交通事故相談
■場所�ハピネスなかま

心配ごと相談
■場所�ハピネスなかま

女性のための悩みごと相談
■場所�人権男女共同参画課（人権のまちづくりセンター）
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20
～
39
歳
の
人
を
対
象
に

健
康
診
査
を
行
い
ま
す

　

健
康
診
査
の
申
し
込
み
を
希
望

す
る
人
は
、
左
記
の
事
項
を
確
認

の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
健
康
診
査
を
申
し
込
み

さ
れ
る
場
合
、
一
部
が
ん
検
診
に

つ
い
て
も
希
望
が
あ
れ
ば
併
せ
て

受
け
付
け
ま
す
。

　

が
ん
検
診
の
み
を
希
望
す
る
人

は
、
左
記
の
健
診
日
程
以
外
の
一
般

者
が
ん
検
診
日
程
で
申
し
込
み
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
別
冊
健
康
づ
く

り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

自
分
自
身
の
健
康
管
理
の
た
め
、

一
年
に
一
度
は
健
康
診
査
を
受
け

て
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

※
職
場
で
健
康
診
査
を
受
け
る
機
会

が
あ
る
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
受
診
費
用
の
減
免
制
度
…
生
活

保
護
世
帯
の
人
は
健
診
料
金
を
減

免
し
ま
す
。
詳
し
く
は
保
護
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７
月
の
集
団
が
ん
検
診
が

始
ま
り
ま
す

　

７
月
の
集
団
が
ん
検
診
の
申
込

受
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
検
診
は
中
間
市
国
民
健
康

保
険
加
入
者（
40
～
74
歳
）以
外
の

該
当
年
齢
の
人
が
対
象
で
、「
各

種
が
ん
検
診
」
が
同
時
に
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
世
帯
に
配
布
さ

れ
て
い
る
平
成
20
年
度
版
「
別
冊

健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご

覧
に
な
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
つ
い

て
い
る
専
用
の
「
集
団
が
ん
検
診

申
し
込
み
は
が
き
」
で
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

６
月
23
日（
月
）

※
中
間
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

（
40
～
74
歳
）に
は
、
個
別
に
「
特
定

健
診
」
と
「
が
ん
検
診
」
の
日
程
を

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
回

の
「
集
団
が
ん
検
診
」
は
申
し
込
み

で
き
ま
せ
ん
。

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
で
健
康
診

査
・
各
種
が
ん
検
診
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
保
護
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
内
臓
脂
肪
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
！

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
で
は
、
内
臓
脂
肪
蓄
積
が
根

本
的
な
原
因
で
あ
り
、
内
臓
脂

肪
を
軽
減
す
る
こ
と
が
治
療
の

目
標
と
な
り
ま
す
。
内
臓
脂
肪

は
皮
下
脂
肪
と
比
べ
て
、
少
し

の
減
量
で
も
か
な
り
の
量
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
無
理

な
減
量
は
せ
ず
、
現
在
の
体
重

の
５
％
程
度
を
目
標
と
し
た
、

緩
や
か
な
減
量
を
行
う
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

●
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

　

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
バ
ラ
ン
ス

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
改
善
に
は
、
１
日
の
摂

取
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
上
回
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
体
重
が
１
㎏
減
る
と
腹
囲

が
１
㎝
減
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
約
7
、
０
０
０
㎉
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
が
必
要
で
す
。
ま

ず
は
、
こ
の
目
標
を
２
ヵ
月
か

け
て
じ
っ
く
り
確
実
に
達
成
す

る
た
め
に
、
１
日
当
た
り
120
㎉

の
消
費
ま
た
は
、
間
食
が
あ
る

場
合
は
、
120
㎉
分
の
間
食
を
控

え
ま
し
ょ
う
。
120
㎉
消
費
す
る

た
め
の
運
動
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
40
分
程
度
で
す
。
菓
子
類

は
、
蒸
し
ま
ん
じ
ゅ
う
１
個
分
、

大
福
１
個
分
、
せ
ん
べ
い
２
枚

分
が
そ
れ
ぞ
れ
約
120
㎉
に
相
当

し
ま
す
。
ち
な
み
に
、
ビ
ー
ル

350
㎖
缶
１
本
は
140
㎉
で
す
。

●
摂
り
す
ぎ
に
注
意
！

　

テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
「
健

康
に
い
い
」、「
こ
れ
を
食
べ
た

ら
や
せ
る
」
と
い
わ
れ
る
食
材

も
、
チ
リ
も
積
も
れ
ば
山
と
な

る
で
、
実
は
カ
ロ
リ
ー
オ
ー
バ

ー
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

で
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
る
為
に
、

乳
製
品
を
多
く
摂
り
す
ぎ
る

と
、
体
脂
肪
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
ど

ん
な
食
材
も
摂
り
す
ぎ
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
テ
レ
ビ
や
雑

誌
の
宣
伝
は
、
視
聴
率
や
販
売

部
数
を
あ
げ
る
こ
と
を
主
な
目

標
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と

に
対
し
て
、
病
院
で
の
指
導
は

健
康
な
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
気
に
な
る

こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

メタボリック
シンドローム

（１）

中間市立病院
☎（２４５）０９８１
中間市蓮花寺三丁目１‐７

中間市立病院副院長

瓜生○○医師

■今回の講師■

医療講座
知って得する

№
Medical Lecture

メタボリック
シンドローム
にならないために

中間市立病院栄養科

鶴野祥子管理栄養士

10

予
防
接
種
実
施
医
療
機
関

追
加
の
お
知
ら
せ

　

吉
野
ク
リ
ニ
ッ
ク（
中
間
市
鍋

山
町
13
‐
１
）で
も
、
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン（
３
・
４
期
）

の
接
種
を
行
い
ま
す
。

健診名 内容 料金 対象

健康診査
問診、身体測
定、血圧、診察、
血液・尿検査

500円 20～ 39歳男女

乳がん検診 乳房の視診・
触診 300円 30～ 39歳女性

子宮がん検診 子宮頸部の細
胞診 500円 20～ 39歳女性

●申込期間　７月11日（金）必着
●健診日程　�８月24日（日）、25日（月）、29日（金）、31日

（日）、９月１日（月）、２日（火）、３日（水）
※８月24日と31日は保育あり。
●実施場所　保健センター
●申込方法　�はがきまたは封書に下記必要事項を記入

のうえ、申込期間内に郵送してください
●必要事項　�住所、氏名（ふりがな）、生年月日（年齢）、

性別、電話番号、希望する健診名、健診希
望日、保育希望有無（保育を希望する場合、
お子さんの年齢を「保育希望○歳」と記入）

●申 込 先　�〒809‐ 0014　中間市蓮花寺三丁目１‐６
中間市保健センター「集団健診受付」
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わ
た
し
は
、「
バ
カ
」
や
「
死
ね
」

と
相
手
に
言
わ
れ
た
こ
と
や

言
っ
た
こ
と
が
何
回
か
あ
り
ま
す
。

　
「
死
ね
」
と
言
わ
れ
た
と
き
は
、

す
ご
く
い
や
な
気
持
ち
で
し
た
。

だ
か
ら
、
わ
た
し
が
「
死
ね
」
と

言
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
す
ぐ
に

あ
や
ま
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
今
度
か
ら
「
死
ね
」

と
は
も
う
言
い
ま
せ
ん
。
言
い
た

く
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
人
が
き
ず
つ
く
か
ら
で
す
。

ま
た
、
心
に
大
き
な
あ
な
が
あ
く

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
強
制
」
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。「
強
制
」
と
は
、「
今
日
は
、

○
○
を
し
ろ
よ
」
と
か
、
言
わ
れ

ま
す
。
だ
か
ら
、「
命
令
」
し
て
い

る
こ
と
と
同
じ
意
味
で
す
。

　
「
強
制
」
さ
れ
た
人
は
、
絶
対
に

い
や
な
気
持
ち
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

今
、「
い
じ
め
」
で
い
じ
め
ら
れ

る
の
が
い
や
で
、
自
殺
を
す
る
人

が
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、
絶
対
に

い
じ
め
を
す
る
人
が
許
せ
ま
せ
ん
。

い
じ
め
を
受
け
た
人
が
か
わ
い
そ

う
で
す
。
わ
た
し
に
も
、
い
じ
め

を
止
め
る
勇
気
が
あ
っ
た
ら
い
い

の
に
。
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
、
生
ま
れ
て
き
た
ん
だ

か
ら
、
幸
せ
に
な
る
「
け
ん
利
」

が
あ
る
は
ず
で
す
。
も
っ
と
、
自

分
も
い
じ
め
を
止
め
ら
れ
る
強
い

心
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
け
ん
か
を
し
て
い

る
人
た
ち
を
止
め
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
ほ
か
の

人
た
ち
は
け
ん
か
を
止
め
よ
う
と

し
て
い
ま
し
た
。
ほ
か
の
人
た
ち

は
な
ぜ
、
け
ん
か
を
止
め
よ
う
と

行
動
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
な

ぜ
、
け
ん
か
を
止
め
る
強
い
心
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
答
え

は
た
ぶ
ん
、
け
ん
か
は
、
し
て
は

い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ほ
か
の
人
た
ち
は
、
こ
の
事
を

思
っ
て
い
る
か
ら
、
け
ん
か
を
止

め
れ
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
わ

た
し
は
、
そ
の
人
た
ち
を
見
習
お

う
と
思
い
ま
す
。
今
度
、
い
じ
め

や
け
ん
か
を
見
つ
け
た
ら
、
ち
ゃ

ん
と
止
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
「
ぼ
う
言
」、「
い
じ
め
」、「
け
ん

か
」、
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
や
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。「
い
じ
め
」
や
「
け
ん
か
」
は
、

止
め
よ
う
と
す
る
勇
気
と
、
強
い

心
を
持
て
ば
、
だ
れ
で
も
と
め
ら

れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子どもたちの
瞳に映るもの

人権問題シリーズ

「止める勇気」
浅成　香璃さん
（中間北小学校６年）
平成20年度小・中学校人権作文から

6
月
23
日
～
29
日
は

男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

　

男
性
も
女
性
も
お
互
い
に
そ

の
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら
、
喜

び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
が
、

男
女
共
同
参
画
社
会
で
す
。

　

毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま

で
の
１
週
間
を
「
男
女
共
同
参
画

週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
週
間
標
語
は
「
わ
か
ち
あ
う　

仕
事
も
家
庭
も
喜
び
も
」
で
す
。

　

こ
の
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

を
機
会
に
家
庭
や
地
域
・
職
場

で
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　ごみの減量化や再資源化の一環として、ごみと
して出された家具類などを再生して展示販売を行
います。多数のご応募をお待ちしています。

●品 目　タンス・食器棚・テーブルなど約120点
●申込資格　中間市および遠賀郡内に在住の人
●申込方法　�リサイクルプラザに申込用紙がありますの

で、ご記入ください（申込多数の場合は抽選）
●受付期間　�６月30日（月）～７月５日（土）　　　　　　

午前９時～午後４時30分（７月６日は、午前
11時30分まで）

●抽 選 日　�７月６日（日）・午前11時30分の受付終了後
（当選者には、はがきでお知らせします）

●展示場所　�中間・遠賀リサイクルプラザ　　　　　　������������������������
（中間市大字垣生1300番地）

●搬出期間　抽選終了後～７月12日（土）・正午
※購入品は各自で搬出をお願いします。
●問 合 先　�中間・遠賀リサイクルプラザ　　　　��　　

☎（２４５）５３７４

やめようよ　ひとがきずつく　そのことば
�　　中間小学校五年� 永野　優佳さん
なくそうよ　いじめをみんなの　やさしさで
�　　中間東小学校五年� 高尾美唯也さん
心がね　きずつく言葉　もう言わない
�　　中間東中学校二年� 荒上　瑞樹さん
傷ついた　心に届く　思いやり
�　　中間南中学校二年� 松尾　　玲さん

人　権　標　語

リサイクル家具を展示販売
中間・遠賀リサイクルプラザ

1� ●Nakama City Public Relations



1�

　

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
で
つ
く
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
イ
ラ
ス
ト
や
マ
ン
ガ
、
エ
ッ
セ
イ
、
お
知
ら

せ
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

官
製
ハ
ガ
キ
で
広
報
広
聴
係
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

1�1�

❖�

中
間
東
柔
道
会
生
徒
募
集

　

 

　

柔
道
を
と
お
し
て
礼
儀
を
学
び
、
心
・
技
・
体
を
鍛
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
親
子
で
感
動
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

●
練
習
日
時

○
月
曜
日
・
午
後
５
時
～
７
時
30
分

○
水
曜
日
・
午
後
５
時
～
７
時

○
木
曜
日
ま
た
は
金
曜
日
・
午
後
６
時
～
８
時
30
分

●
練
習
場
所　

働
く
婦
人
の
家

●
対
象
者　

幼
児
～
小
学
生
・
男
女

●
会

費　

月
１
、５
０
０
円

※
兄
弟
２
人
目
か
ら
は
１
、０
０
０
円

●
問
合
先　

中
間
東
柔
道
会
☎（
２
４
４
）０
８
３
１

❖ 

第
６
回
日
中
友
好
児
童
絵
画
展
作
品
募
集

第
６
回
日
中
友
好
児
童
絵
画
展
の
作
品
募
集

●
対

象　

県
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
児
、
小
学
生

●
画
題
・
画
材　

自
由

●
応
募
締
切　

６
月
23
日（
月
）・
必
着

※
応
募
方
法
や
規
格
サ
イ
ズ
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

社
会
教
育
団
体

ベ
ル
ポ
会
☎
０
９
２（
４
４
１
）８
０
５
９

❖ 

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の

出
場
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す

　

波
津
海
岸
で
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
美

し
い
海
を
前
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　

７
月
27
日（
日
）・
午
前
９
時
～

●
場

所　

岡
垣
町
波
津
海
水
浴
場
特
設
コ
ー
ト

●
対

象　

中
学
生
以
上
の
人

●
チ
ー
ム
構
成　

４
人
制（
女
性
２
人
以
上
を
含
む
）

●
参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
、０
０
０
円

●
申
込
期
限　

６
月
27
日（
金
）

●
申
込
方
法　

岡
垣
町
役
場
に
備

え
付
け
の
申
込
書（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）を
岡

垣
町
地
域
づ
く
り
課
へ
提
出

※
先
着
40
チ
ー
ム
に
達
し
た
時
点
で

締
め
切
り
ま
す
。

※
波
津
海
水
浴
場
に
あ
る
コ
ー
ト

で
、
７
月
12
日（
土
）か
ら
25
日（
金
）

ま
で
練
習
が
で
き
ま
す
の
で
、
使
用
を
希
望
す
る
人
は
偕
翠

園
・
☎（
２
８
２
）０
２
３
６
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
使
用
時
間
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
。
ボ
ー
ル
も
貸
し
出

し
ま
す
。

●
問
合
先　

岡
垣
町
役
場
地
域
づ
く
り
課

　

☎（
２
８
２
）１
２
１
１

❖ 

キ
ャ
ン
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

養
成
講
習
会
を
開
催

　

指
導
者
と
し
て
の
基
礎
技
能
を
身
に
つ
け
、
認
定
テ
ス

ト
に
合
格
す
る
と
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格

申
請
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
キ
ャ
ン
プ
指
導
者
資
格

を
取
得
し
ま
せ
ん
か
。

●
期

間　

７
月
４
日（
金
）
～
６
日（
日
）

●
会

場　

国
立
夜
須
高
原
青
少
年
自
然
の
家

●
対

象　

野
外
活
動
や
野
外
教
育
に
関
心
が
あ
る
人
、

指
導
者
と
し
て
の
活
動
を
め
ざ
す
人

●
定

員　

30
人

●
受
講
料　

１
５
、０
０
０
円（
講
習
費
、会
費
、保
険
代
）

●
申
込
締
切　

６
月
25
日（
水
）

●
問
合
先　

福
岡
県
キ
ャ
ン
プ
協
会

　

☎
０
９
４
６（
７
４
）２
３
１
１

❖ 

空
手
を
始
め
ま
せ
ん
か

　

幼
稚
園
児
か
ら
高
校
生
ま
で
、
毎
週
月
曜
日
と
土
曜
日

の
２
回
、
七
重
公
民
館
で
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
一
緒
に
空
手
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

●
練
習
日
時　

毎
週
月
曜
、
土
曜
日
・
午
後
７
時
～
８
時
30
分

●
練
習
場
所　

七
重
公
民
館

●
問
合
先　

山
本
宅
☎（
２
４
５
）４
３
２
８
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に立つ

●日時　６月21日（土）・午前11時～
●内容　絵本の読み聞かせなど
●協力　読み聞かせグループＹＵＭＥ

～ 市民図書館だより ～

　●問合先　市民図書館☎（２４５）４６６４

作り方

①�白糸こんにゃくは塩ゆで
し、５㎝に切る。エリンギ
は半分に切り、細かくさく
②�フライパンにごま油を入
れ、種を除き小口切りした
タカの爪を炒め、白糸こん
にゃくを入れて水分を飛
ばし、エリンギを加えて炒
める
③�しょうゆ、酒を入れ水分を
飛ばす
④�火を止めて、かつおぶし、
小口切りした万能ねぎをま
ぶす
エネルギー �2㎉　食塩 0.�ℊ

白糸こんにゃく…１玉
（200ℊ）、エリンギ…１パ
ック、ごま油…大さじ１、濃
口しょうゆ…大さじ１弱、酒
…大さじ１、削りかつおぶ
し…１パック、タカの爪…
１本、万能ねぎ…２本

こんにゃくと
エリンギのきんぴら

材　料（４人分）

今月のおすすめ料理

中間市食生活改善推進会（緑の会）

▶今回の防災企画で取材させていただいた強風体験
コーナー。楽しそうだと甘い考えで体験した同僚の
（加）と私を待っていたのは風速30ⅿ /秒の強風。カメ
ラが飛ばされないよう注意し、必死の撮影。自然の恐
ろしさを改めて知ることができました。�������������（謙）
▶最近、めっきり蒸し暑くなってきました。いよいよ
梅雨ですね。夏場の庁舎の冷房は地球温暖化防止のた
め設定温度を高くし、利用を最小限に抑えています。
環境のためというものの湿気を帯びたうだるような暑
さは、汗かきの上司（和）と私にとってかなりこたえま
す。心頭滅却し広報づくりに専念するも、プリンタは
紙を詰まらせ、カメラのレンズはカビがはびこりとい
いとこなし。「せめて除湿だけでもしてくれれば…」と
二人でついついぼやいてしまう今日このごろです。（新）

●おはなし会●

●今月のおすすめ図書●
人工庭園

横尾忠則・著
　「見えないもの」と「見え
るもの」をつなぎ、読むもの、
観るものをゆさぶる計105点
を収録した画文集。全頁オー
ルカラー＆全作品自己解説付
き。「東京新聞」連載をまと
める。

流れ行く者　守り人短編集
上橋菜穂子・作　二木真紀子・絵
　父を王に殺された少女バル
サ。親友の娘を助けるために
すべてを捨てたジグロ。ふた
りは追手をのがれ、流れある
く。二度ともどらぬ故郷を背
に…。守り人シリーズ「番外編」
にあたる短編集。全４話収録。

小
こばやし

林 杏
あ ん り

梨 ちゃん

平成18年８月17日生（中央二丁目）
下
しもむら

村 春
は る き

喜  ちゃん�
平成19年４月16日生（太賀一丁目）

　いつも元気な杏梨ちゃ
ん。心優しい子に育ってね。

　春くん、お誕生日おめでと
う！その癒しのスマイルは、
みんなを幸せにしてくれま
す。優しい男の子になってね。

手やまな板などについた魚の生臭さはレモンか夏みかんの皮、ショウガでふく
と消える。

　北九州市や直方市、行橋市、豊前市、宮若市、遠賀郡、
鞍手郡、京都郡（苅田町は除く）、築上郡の図書館も利
用できます。詳しくはおたずねください。

❖ 
八
幡
工
業
高
等
学
校
開
放
講
座

洞
南
健
児
教
室
を
開
催

　

も
の
づ
く
り
や
パ
ソ
コ
ン
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
講
座
名
・
定
員

○
Ｊ
Ｗ
‐
Ｃ
Ａ
Ｄ
基
礎
体
験
講
座
・
５
人

○
プ
リ
ン
ト
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
10
組

○
手
づ
く
り
パ
ン
屋
さ
ん
・
７
組

●
対

象　

特
に
な
し（
小
学
生
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

※
Ｊ
Ｗ
‐
Ｃ
Ａ
Ｄ
基
礎
体
験
講
座
は
中
学
生
以
上
。

●
日

時　

７
月
22
日（
火
）・
午
前
10
時
～
正
午

●
場

所　

八
幡
工
業
高
等
学
校（
北
九
州
市
八
幡
西

区
別
所
町
１
‐
１
）

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
期
限　

７
月
７
日（
月
）・
当
日
消
印
有
効

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申
込
方
法
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

八
幡
工
業
高
校
☎（
６
４
１
）６
６
１
１
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■今回の「広報なかま」にかかった経費は１部約 21 円です

表紙
説明

５月１日に開催された第１回中間市子どものつどいに、市内４つの
保育園の園児たち約 1�0 人が参加。写真はこいのぼりリレーでほ
かのチームに負けないように必死に走っている様子。

俳　

句

永
山　　
篁　

選

口
癖
が
い
つ
の
間
に
や
ら
母
に
似
る

	

朝
霧
二
丁
目	

松　

下　

未
代
子

お
花
見
の
飲
ん
で
騒
い
だ
ゴ
ミ
の
山

	

弥
生
二
丁
目	

永　

石　

ス
ミ
子

限
定
の
言
葉
に
弱
い
主
婦
の
列

	

中
間
三
丁
目	

仰　

木　

孝　

子

聞
き
捨
て
の
上
手
な
ひ
と
と
午
後
の
お
茶

	

太
賀
三
丁
目	

國　

谷　

美
智
恵

穏
や
か
な
雨
に
料
理
の
本
め
く
る

	

朝
霧
一
丁
目	

前　

田　

弘　

子

春
雷
に
驚
き
目
覚
む
る
午
前
四
時
何
を
す
る
に
も
早
過
ぎ
る
刻と

き

	

太
賀
一
丁
目	

石　

田　

順　

子

思
い
出
の
花
嫁
人
形
み
つ
め
つ
つ
辛
抱
す
る
な
と
言
い
く
れ
し
母

	

通
谷
一
丁
目	

戸　

田　

惠
美
子

声
援
の
ひ
と
き
わ
高
し
持
久
走
最
後
尾
の
子
に
拍
手
は
沸
き
て

	

弥
生
二
丁
目	

吉　

田　

千　

歳

東
北
に
桜
見
物
の
ツ
ア
ー
す
る
目
か
ら
鱗
の
感
嘆
符
の
み

	

岩
瀬
四
丁
目　

	

吉　

岡　

比
呂
己

小
気
味
よ
く
早
打
ち
メ
ー
ル
を
送
る
孫
受
取
る
相
手
は
ど
ん
な
人
や
ら

	

太
賀
三
丁
目	

日　

野　

康　

子

御
手
洗
に
手ち

ょ
う
ず水
の
作
法
花
吹
雪

	

底
井
野	

小　

林　

香　

子

朗
々
の
祝の

り

と詞
に
応
へ
囀

さ
え
ず

れ
り

	

扇
ヶ
浦
二
丁
目	

宮　

崎　

さ
か
え

下
校
子
を
送
る
担
任
花
は
葉
に

	

底
井
野	

島　

津　

貞　

子

制
服
の
少
し
大
き
め
入
学
す

	

通
谷
五
丁
目	

後　

藤　

欣　

子

春
愁
の
口
を
漱す

す

ぎ
て
詣
で
け
り

	

太
賀
一
丁
目	

中　

山　

富　

子

川　

柳

古
谷
龍
太
郎　

選

扌
５
月
13
日
、
佐
々
木
栄
さ
ん
宅（
中
底
井
野
）で
撮
影
し
た
金
鎖
。

■ 「広報なかま」の配布は発行日から開始します。みなさんのお手元に３日以内でお届けできるようにしています

短　

歌

前
山
禮
次　

選

中
間
市
短
歌
会


